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l 価・ 2 価陽イオン溶液中での細胞凝集を比較すると、最大凝集速度定数K。に達するイオン濃度は
Pb, Cu では 10 -3 M のオーダーであるのに、 Cd， Ba, Ca, Li, K, Na では10-1 M のオーダーである o
K。に達する表面ポテンシァルは、 2 価陽イオン?は:::!:10mV の範囲にあって、表面ポテンシァルの減少が
細胞聞の反撹力を低下さすことによって最大の凝集に達することを示す。 K。は粘菌アメーパ、中間期
細胞、移動体細胞と生活史の進行にしたがって変化する。 Pb， Cu , Cd では K。は生活史の進行にした
がって減少するのに、 Ba では変化せず、 Ca， Li , K, Na では増大する。これは細胞表面への.これらイ
オンの特異吸着と関連する。持異吸着の大なる Pb， Cu, Cdでは K。は生活史の進行にしたがって減少




















る。各種 1 価および 2 価陽イオンの存在下で Bungenberg de Jong の電荷逆転スペクトルを求めると
粘菌アメーパと中間期細胞の陰電荷は蛋白質のカルボキシル基に、移動体細胞の陰電荷は蛋白質以
外のカルボキシル基に主として由来し、また胞子表面は燐酸基による陰性荷電をもっと推論される。
次に 1 価:6'よび 2 価陽イオン溶液中で細胞凝集をしらべた結果、最大凝集を起す濃度に関してはPb，
Cu と Cd， Ba, Ca, Li , K, Na の 2 群に分れることが示されたが、 2 価陽イオン (Pb ， Cu, Cd, Ba, 






と軽い細胞の電気泳動移動度の比は1.1~ 1.25であるが、 6 時間細胞では1.3~1.5 に増大する。粘菌ア
メーパの未分化の状態でも比重の差は存在するが電気泳動移動度の比はこの場合1.0付近にある。即ち
細胞分化は細胞の表面荷電の変化と密接に関連していることが示された。
森君の研究内容の生理的意味づけに閣しては現在尚明らかでない点もあるが、同君の研究は細胞性
粘菌の発生にともなって、細胞表面に変化を生じていることをはじめて詳細に示した点で、発生生物
学上寄与するところが大きい O よって理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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